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1研究テーマ設定の理由

(1)目指す子ども像

本校では, ｢自分のもつ能力や可能性を最大限に伸ばし,共に生きる力を身に付け,家庭生活
i

や社会生活を可能な限り自立的に営み,社会参加できる人間性豊かな子どもを育成する｣ことを

目指している｡ところが,子どもたちの生活に着目した前次研究の取組により,改めて学校,家

庭,地域生活の様々な場面で子どもたちが苦戦している状況を知ることになった｡具体的には,

｢絵カードを見ながら音声の表出があるが,生活場面での発語につながりにくい｣, ｢家庭では

一人で着替えるが,学校では教師の指示を待っている｣, ｢作業学習や校内実習では集中して取

り組むが,産業現場等における実習時は作業に集中することが難しく落ち着かない｣などである｡

学校教育は,教育した内容が子どもの家庭,地域での生活,卒業後の生活に応用できることを

期待している｡そして,多くの場合,基礎的･基本的内容を獲得することにより,それらは自然

に生活に応用されると思われている｡しかし,一般に,知的障害のある子どもの多くは,学習に

よって得た知識や技能が断片的になりやすく,実際の生活の場で応用されにくいことや,成功経

験が少ないことなどにより,主体的に活動に取り組む意欲が充分育っていない傾向にあるとされ

る(文部省, 2000)｡また,自閉症児の多くは, ｢環境条件のわずかな違いに着目する｣という刺

激の過剰選択傾向があり,獲得している力を別な状況に応用することに困難を有しているとされ

る(山本, 1997)｡

このことから,前述した子どもの苦戦している状況は, ｢獲得している力とそれを応用する力

の関連｣, ｢学習環境と生活環境の違い｣が影響していると思われる｡そこで,子どもが自分の

よさやもてる力を学校,家庭,地域生活で主体的に発揮するためには, ｢獲得している力を生活

に応用すること｣, ｢学習環境(授業)と生活環境をつなぐこと｣を想定した指導及び支援が必

要であると考え,これらを重視した授業づくりに取り組むことにする｡

ヽ1t

(2)本校のこれまでの研究

①　研究成果

図1に本校のこれまでの研究を｢生活の場の広がり｣と｢連携の広がり｣の関係で整理する

(本校研究紀要第12･ 13･ 14･ 15集)｡ ｢生活の場の広がり｣については,当初の研究対象は,

授業や学校生活を中心にした指導内容と方法の工夫改善が主であったが,徐々に子どもの生活
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全体,つまり,家庭生活,地域生活を視野に入れた研究に広がっている｡また, ｢連携の広

がり｣は,教師間の連携を重視した取組から家庭と連携した取組,さらに関係機関と連携し

た取組-とその規模を拡大していることが分かる｡

これらの取組により,以下の成果を得ている｡

･従来の指導計画に生活重視の指導内容を新たに選択･組織した｡

･家庭と連携した個別の指導計画の作成･実施･評価の授業づくりシステムを構築した｡

･子どもの情報を蓄積し,個別の指導計画を活用して教師間,あるいは,家庭と情報を共

有した｡

･　関係機関との連携を可能にする支援体制を構築した｡

逮 亊b�ﾅr�子どもの情報を生活r"一一一-------.ト平成15-16年度 機 ��9�ﾈ,��h*�+x�ｳｺ(��,x.�,ﾉ�hｨ�/�,(,�*韈�y�ﾉ�x,8*ﾘ.�2�

撹 亊b�;,関係機関と連携する○ 

の 稗�〝平成13-14年度- 

広 ����平成10-12年度｢一人一人の現在及び将来の豊かi 

が 冑��｢一人一人の現在及び将来の豊かな生活につながる授業づくり｣; 

り 稗�な生活につながる教育課程の編成｣,個別の指導計画を生かす.;支援システムを 

敬 節 間 道�郁��2ﾒﾒﾙe育�x,��b�

授業,学校生活一家庭生活一地域生活 

生活の場の広がり 

図1本校研究の経緯

②　本校研究における課題

｢生活の場の広がり｣や｢連携の広がり｣など研究の対象や規模が広がる一方で, ｢支援シ

ステムを指導及び支援に効果的に生かしているか｣,また, ｢個別の指導計画･実施･評価の

取組で収集した一人一人の子どもの情報を生活全体に有効に生かしているか｣など,授業実践

と情報活用に関する課題が明らかになり,改善が求めらた｡

(3)特別支援教育の理念を受けて

2001年,世界保健機関(w嶋o)総会で採択された国際生活機能分類(ICE)の提言により,障

害観,自立観のとらえ方は大きく変化している｡その最大の特徴は, ｢起因となっている疾患やそ

の人の中に内在していることのみに焦点を当てるのではなく,その人を取り巻く環境を含めて,多

面的･総合的にその人の生活上の困難さに焦点を置く(徳永, 2005)｣ことである｡つまり,個人

のもっている能力を最大限に伸ばし自立につなげるという従来の視点から,個人のもっている能力

を最大限に伸ばしつつ,周囲からの援助を受け生活の質を高めるという視点-の変換である｡

このような障害観,自立観を受け,障害のある子ども-の教育は,障害の程度等に応じ特別な場

で指導を行う『特殊教育』から,一人一人の教育的ニーズに応じた適切な教育的支援を行う『特別
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支援教育』 -の転換が図られている｡そのために,学校現場に限らず障害のある子どもを取り巻く

社会環境が一体となって,幼児期から学校卒業までの相談及び支援を行う体制の整備が進められて

いる｡

このような社会の流れや特別支援教育の動向は,学校,家庭,地域生活における子どもの自己実

現と社会参加の可能性を広げるものであると思われる｡

そこで,本研究では,特別支援教育の理念を踏まえ,環境全体(物理的環境,人的環境)を受援

の対象とする授業づくり,一人一人の教育的ニーズに応じた授業づくり,教師間,保護者,関係機

関と連携した授業づくりを進めていく｡

(4)目指す子ども像,これまでの研究,特別支援教育の理念を集約して

前述した｢目指す子ども像｣, ｢これまでの研究｣, ｢特別支援教育の理念｣から集約される課題

を図2のように整理する｡

学校教育 俾兒ｨ,ﾈ.�,)Eﾉ|ﾘ.(�)Eﾉ�ｸ/�ﾜY�Xﾌ�,��ﾈ,�+RﾈｺH,��h*ｸ.處ﾘ/��x,儻H*�彿.ｹ�hｨ�.(��橙�劔剪�

目標 ��hｨ�/��)Eﾈ,偉�.一凛y4�,�8-ﾒﾈ��檍����,X*ｸ.��ﾈｭI�ｹdﾈ*�,育�,x.�/�孜�ﾈ+x.��ｲ�

=鰹 

iフ下I 

I 

iテーマ設定に向けた課題の整理ー 
I 

!重量重量重量重畳重量重量重量害 
【目指す子ども橡】 劔 ���+�.ｨ-ﾈ,X,ﾈﾊHｸh�｢� ���<�¥ｨ辷�ｻ8支,ﾉyﾙD��｢���

･獲得している力を生活に応 劔唸自�ﾈ自�ﾈ,ﾈ��,x.�,ﾈ.h+8.(.�,B�唸ｬ(ｺｹ�9�ﾂ瓜謁ﾙ4豫(ｺｲﾉ�ﾉ4��

用する指導及び支援【社会参加】 劔 �.處ﾘ,ﾈ�饑�/��hｨ�,��h*�+x+�,b� 豫(ｺｲ�/�辷�,ﾉ���ｸ,h+x.假hｼb�
･学習環境(授業)と生活環 劔 ��侘(,ﾉEﾉ|ﾘ�ｨ�倆�檍�����｢� �,8*ﾘ.��豫);ﾈ,h,ﾉ�ｨﾍﾘﾞﾉw��｢�

境をつなぐ指導及び支援 劔 唸ﾕﾉ'ｨ+X+ﾘ彿.ｲﾈｭhﾅxｴ�ｭh,h,ﾂ� 唸自�ﾈ自�ﾈ,��+h.��侘(,ﾉEﾉ|ﾘ�｢�

【環境との相互作用】【連携】 劔 倡�x5h5�6X8�/���ｼh,8*ﾘ.�,佰�� 唸ｻ8踪ｭBﾉ]ｸﾎﾈ�"ﾈｭhﾅxｴ�ｭh,b�

果的に生かすこと【連携】 ��の連携を生かした寝業づくり 

【集約される課題】 劔��刋�ﾆx�｢�

I 

社会参加,個の能力,環境との相互作用,連携 

教師間,家庭,関係機関との連携を生かしながら,子どもが学校,家 

磨,地域生活の中で,自分のよさやもてる力を発揮することを目指す授 

業づくりの在り方を探る必要がある○ 

i 

テーマ設定 � 

i 

l【研究テーマ】自分のよさやもてるカを発揮する子どもを目指した授業づくり 

図2　テーマ設定に至る流れ

集約される課題を整理した結果, ｢社会参加｣, ｢個の能力｣, ｢環境との相互作用｣, ｢連携｣などの

課題が見えてきた｡そこで,わたしたちは,教師間,保護者,関係機関との連携を生かしながら,千

どもが学校,家庭,地域生活で自分のよさやもてる力を発揮する授業づくりを探っていきたいと考え,

｢自分のよさやもてる力を発揮する子どもを目指した授業づくり｣を研究テーマに設定した｡
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2　研究テーマについて

(1) ｢よさやもてる力｣とは

①　｢よさ｣とは

｢よさ｣とは,広義的には,その子なりの感じ方や考え方,傾向ととらえられるが,本研究

では,子どもが自己実現に向かう際に働かせるその子なりの感じ方,考え方,傾向と定義する｡

また, ｢よさ｣の構成要素は,図3に示すように性格,興味･関心,意欲,態度,感性,学

習方法,行動の特性,表現方法,かっとう場面の対処法などを含むものとする｡

lよさ ��

子どもが自己実現に向かう 劍,�.�,ﾈｫH+i_ｲﾈﾖﾈ*i_ｲﾈﾅ委ﾂ�際に働かせるその子 【構成要素】 ･態度,知能. 

･興味"関心,意欲 刳ｴ性,創造性 ��

･得意なこと.好きなこと〃学習スタイル,学習方法,行動特性 

･表現方法.かつとう場面への対処法など 

図3　｢よさ｣の構成要素

②　｢もてる力｣とは.

子どもが学習によって獲得している力を｢もてる力｣とする｡例えば,知識,技能,体力･
～

運動能力,学習方法,問題解決力などである｡ただし, ｢※1もてる力｣と｢よさ｣のそれぞれ

の構成要素は重なる部分も多い｡

※'文部科学省の答申(2003)の｢持てる力｣とは同義語ではないことから, ｢もてる力｣と表記する｡

(2) ｢よさやもてる力を発揮する｣とは

本研究では, ｢よさやもてる力を高める｣,そして, ｢よさやもてる力を学校,家庭,地域生活

で応用する｣という連続性のある二つの過程を総称して｢よさやもてる力を発揮する｣ととらえ

る｡ただし,これらの二つの過程は,明確な段階性で区別されるのではなく相互に関連し合うも

のである｡言い換えると, ｢よさやもてる力を高める｣とは,現在及び将来の生活に必要と思わ

れる基礎的･基本的内容を獲得することであり, ｢よさやもてる力を学校,家庭,地域生活で応

用する｣とは,獲得している力を必要な場面や自ら望む場面で実行することとする｡

(3) ｢よさやもてる力を発揮する授業づくり｣とは

授業づくりは,計画(P一an) -実践(Do) -評価(Check)一改善(Action)のサイクル

[以下P-D-C-Aサイクル]で成り立つ(新潟大学教育人間科学部附属養護学校研究紀要第28

集2005) ｡そこで,このサイクルに沿って｢よさやもてる力を発揮する授業づくり｣を考える

(図4)｡

計画(P一an)では,学校や家庭,関係機関と連携して子どもに関する情報を収集する｡その

情報を分析し,一人一人の子どもが,学校,家庭,地域生活でよさやもてる力を発揮する姿を
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目標として設定する｡実践の中で子どものよさやもてる力を生かす手立てを検討する｡

この計画(P一an)に基づき実践(Do)を進める｡本研究では,二つの実践を設定する｡一

つは,授業に関する実践である｡この授業実践は,単元･題材,または, -単位時間ごとにサイ

クルが成立する｡このサイクルを授業実践サイクル[授業計画(p一an)-授業(do)-授業評価(check)

一授業改善(action)]とする｡もう一つは,応用場面,つまり,授業以外の学校生活,家庭生活,

地域生活場面の実践である[生活場面の実践]｡そして,この二つの実践は相互に関連している｡

評価(Check)では,目標(よさやもてる力を発揮した子どもの姿)の達成状況と併せて,

手立ての有効性に関する評価を行う｡その際,必要に応じて家庭と協働で評価をしたり,関係機

関と評価結果を共有したりする｡

さらに,改善(Action)では,学校,家庭,地域生活で子どもがよさやもてる力を発揮する

姿の更なる充実を目指して,目標と手立ての改善を行う｡

このようなP-D-C-Aサイクルを｢よさやもてる力を発揮する授業づくり｣ととらえる｡

!国ii喜一i■賀賀,｡i重さ 

Ri＼醗 剋�ﾆ (dO) � 剏v画 (p一an) ��

i芸活場闇⇔ 假hｼiUﾘ幵��6�6ｲ��授業実践 サイクル 剋�ﾆ計画 (p一an) �� �8��R��vr�実践 (DO) 假hｼh,8*ﾘ.��5H484�8ｲ�(畠l 

uiG-"!,, ��������

授業改善 (action) 

脳の ∴∴ 

田園888 �� � ����������J8���ﾂ��ﾈ�����ｨ�"�評価 (check) 末ﾂ����B�

図4　｢よさやもてる力を発揮する授業づくり｣のサイクル

Ⅲ　研究目的

子どもが,学校,家庭,地域生活において,自分のよさやもてる力を発揮することができる授

業づくりの在り方を探る｡　　　　　　　　　　　,

Ⅳ　研究仮説告

･前次研究で構築した支援体制を生かし,家庭,関係機関と連携した授業づくりをする｡

･　よさやもてる力を発揮するための手立てを工夫した授業実践をする｡

･授業実践と生活場面の実践を関連させる｡

以上の三つに取り組むことで,学校,家庭,地域生活で子どもが自分のよさやもてる力を発揮

する姿を実現できる｡
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Ⅴ　研究内容

研究内容1 �i.ｲﾈｭhﾅxｴ�ｭh,h,ﾈ辷��ﾉ�x/��h*�+X+ﾘ�ｼh,8*ﾘ.�/�k�.x*�,�+x.��ｲ�

研究内容2授業実践において,子どもが自分のよさやもてる力を発揮するための学習環境と 

教師の働き掛けを明らかにする○ 

研究内容3授業実践と生活場面の実践を関連させる取組を探る｡ 

Ⅵ　研究方法

研究テーマを受け,各学部ごとに授業づくりを行う｡授業実践と授業研究,子どもとかかわる

関係者からの評価により仮説を検証する｡

1　各学部の取組

｢自分のよさやもてる力を発揮する子どもを目指した授業づくり｣の研究テーマの下,各学部は,

それぞれのライフステージにおける目指す子ども像,本人･保護者の願い,社会の要請,各学部の

実践上の課題などを考慮し研究を進める｡

小学部段階は,身近な人とのかかわり合いを通して人と共に過ごす楽しさを充分に感じるととも

に,基本的なかかわり合いやコミュニケーションを獲得する重要な時期である｡また,中学部段階

は,子ども同士のかかわり合いの深まりや様々な人とのかかわり合いが広がるため,集団活動の中

で自分のよさやもてる力を発揮することが重要な時期である｡さらに,高等部段階は,卒業後の｢働

く｣, ｢楽しむ｣生活の実現に向けて必要となる力を獲得する最終段階である｡加えて,社会生活

を送る上で必要な支援を明確にしながら,学校生活から社会生活-の移行を円滑に,かつ着実に進

める重要な時期である｡

このような社会参加に関するライフステージごとの課題を踏まえて,学部研究テーマを設定す

る｡各学部の取組を一覧に示す(図5)｡

2　評価の内容

･授業研究,授業分析により授業実践における子どもの変容を評価する｡

･保護者,支援関係者の行動観察により生活場面における子どもの変容を評価する｡

･本校職員を対象としたアンケート調査を実施し,本研究の有効性を検討する｡



【研究テーマ】自分のよさやもてるカを発揮する子どもを目指した授業づくり 

一一i 

【学部研究テーマ】 傅ﾈｧyYB� ��ﾈｧyYB� 俘)9俘R�

よさやもてる力を発揮す 剌W団活動の中で,よさや 凾謔ｳやもてる力を発揮し 

る子どもを目指した自立活 ��もてる力を発揮する生徒を ��て生活する生徒を目指した 

動の授業づくり ��目指した授業づくり ��授業づくり 

-｢人と共に豊かな時を過ご ��-体育における学習環境と ��-支援ツールを生かした指 

す力｣を高めるために- ��教師の働き掛けの在り方- ��導及び支援の教師間共有と関 係機関との連携を通して- 

I 僮 僮 

[研究内容1] �i.ｲﾈｭhﾅxｴ�ｭh,i��ﾆx+X,HﾟB���ｩnXｴ�ｭh,i��ﾆx+X,H自�ﾂ�倡�x68�ｸ8ｸ/�貶,(,ﾈ雹5��

支援体制を生かした �.�+X+ﾘﾌ)¥ｨ,ﾈｻ8支辷�ﾇh柯,ﾂ� �ｩ�ﾈ,ﾉ�i6ｸ,ﾈ暮:颱ﾉ|ﾒﾈ補� �,YZｩ}�+x.��ｲ�

授業づ㊤ �(5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x9:2ﾊ(��橙� �:陜ｹ��/�k隕ﾘ,�+x.��ｲ� 倡�x68�ｸ8ｸ,ﾈﾞﾉ�ﾈ5H484��

悼.集団参加｣の領域に関する ��運動技能の習得と集団活 ��ルを構築する○ 

教育的ニーズを集約.分析し, ��動の段階性を考慮し,題材 

それに応じた授業(｢にじいろ タイム｣)を設定する｡ ��配列を見直す○ 

[研究内容2] 俾凛xｨ�:�,ﾊ(鳧ｭH,�*�*����ﾈ支,ﾈﾇ仂h����/�,ｨ+X,Bﾂ�俛�ﾎ｢��Hｧrﾈ*ﾘ.x+Rﾈﾞﾂ�

授業実践 �.倡y;�2�(,�+h*(.ｸ5�488�2�� 偖y&8ｨ�:�,ﾉ(h,Rﾈ自�ﾈ自�ﾂ� 仂hｧx�,ﾈ�ｼh����,�*�*(,Bﾂ�

において,編成した三つの ��の生徒がよさやもてる力を ��自分のよさやもてる力を発 

グループで授業実践を行い, ��発揮する学習環境や教師の ��揮するために有効な指導及 
一人一人に応じた指導及び ��働き掛けを明らかにする｡ ��び支援を明らかにする○ 

支援の方法を検証する○ ��運動プロフィール,指導シ ��授業づくりミーティング 
-ト,vTRを活用して授業ミ ��で有効な指導及び支援に関 

-テイングを実施し,教師間 ��する情報を共有するo 

で一人一人の生徒に有効な指 ��必要な支援ツールを作成 

導及び支援を共有する○ ��し活用する. 

[研究内容3] �(,�+h*(.ｸ5�488�8決､����ﾉ�胃�,ﾈ�ｼh�ｩl｢��i.ｹ�hｨ��産業現場等 

生活場面の実践 �,ﾈｧxﾕｩ�hｨ��ｩl｢� 覇42厩ﾙwｸ5�7ﾈ�ｸ684�8�7R��凾ﾉおける実習 

家庭,関係機関における生 活場面 劔��b�

つなぐ人,場 假hｼi%99h�$��ｹ%9D2� �(hｧyYHｻ8踪ｭB� 假hｼi%99h�"�教師 

授業担当者一一保護者 ��教師-トボランティア ��漢書易 亦�
支援関係者 ��保護者 

地域の人 劔保護者 倡�xｭhﾅx�"�

つなぐ道具 俾凛xｨ�:�,ﾈﾌ)�ﾈ7h8ﾘ4�8�8�� ��:�7h8ﾘ7H4(�ｸ8ｲﾈ轌;�� 仞��ﾉ4�,��サポートシー 

具体的な教材.教具 ��シート ��支援ツール �6r�

つなぐ内容 �5��ｸ8�,ﾉ;仞�8ｸ�ｸ8ｲﾂ� ��ﾈ支,ﾈ�ｼh,Ytﾈﾏ�+�,�+ﾒ� 倡�x68�ｲ�作業能力. 

頑張り表とその働き掛け ��教材.教具と働き掛け ��ルと支援ツ ��I7に�y]8齟�

コミュニケーションの手 劔-ルを用い 凛rﾈ5(7�8h6｢�

掛かりになる道具とその働 劔る際の働き �5�ﾘ5h8�98,��

き掛け 気持ちの安定やかかわり のきっかけになる言葉とそ の働き掛け 劔掛け �,x,ﾈ.h+8.(.��,H.處ﾘ,h辷腕�

図5　各学部の取組
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3　研究構造図

本研究の構造図を図6に示す｡

【研究テーマ】自分のよさやもてる力を発揮する子どもを目指した授業づくり 

【研究内容】1家庭,関係機関との支援体制を生かした授業づくりを明らかにするo 

2授業実践において.子どもが自分のよさやもてる力を発揮するための学習環境と教師の働 

き掛けを明らかにするo 

3授業実践と生活場面の実践を関連させる取組を採るo U 

臆■ 
訂 ��ﾂ�X.h+8.(.�,H.處ﾘ,ﾉk隕ﾘ峇�剪�

画 唸.h+8.(.�,H.處ﾘ/�Jﾘｯh+x.倡�,ﾉ�ﾙ.��

(P) 実 践 (D) 請 価 唸.h+8.(.�,H.處ﾘ/��h*�+X+ﾘ詹zx,H,ﾈﾉ�:"�

1研究内容'! 

【授業実践'!研究内容2l'生讃器力を甑家庭, � 佝�����ﾃﾘ7������

地域 等�hｨ��ｩlｨ,X咎w�+x.�+�,h/�mｨ輦�

授業計画,,/した実践 [学榛生活] 研,授業実践で対象とする ･'if;SL.miieicpJii,離‥馨場面 

lIIIIII-iiEEEE=i-- 

漢 

･よさやもてる力を発揮する姿の評価 唸.h+8.(.�,H.處ﾘ/�Jﾘｯh+x.倡�,ﾈﾜI�ﾙ.��

(C),よさやもてる力を生かした手立ての評価 勍よさやもてる力を生かした手立ての再検討 

U 
【期待する成果】子どもが,学校,家庭,地域生活で自分のよさやもてる力を発揮することができる｡ 

図6　研究構造図
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4　研究計画

今次研究は,平成15- 16年度の前次研究からの継続研究であり,二次研究としての2年間の取

組である｡研究計画については,以下に示すとおりである｡

研究事項 仞��ﾉ4�,位Hｸi>�vR�

平 唸攣��,ﾉk隕ﾘ峇�･一次研究の成果を基に授業づくりに関する課題整理とニーズ調査 

･研究構造づくり ･授業づくりに関する考え方 唸ﾊHｸh6X�ｸ7ﾘ,ﾉ�ﾙ.��

･研究目的,仮説,内容,方法の整理 

･研究体制の確立 

成 勍個別の教育支援計画を踏まえた個別の指導計画,個別の指導計画を 

17 �,ﾉ�騫ﾒ�活かした授業づくりについての整理 

年 皮 唸ｮ��(ﾊH�8,ﾉ�I���XｧyYHﾊHｸh攣��,ﾉk隕ﾘ峇� 

･全体研究理論に基づいた学部研究の理論構築 

･実践授業[校内研究会I] 唸ｧyYHﾊHｸh,ﾈｺI,ｩyﾘ��易ｩ>�ﾊHｸh橈売唐�"��

平 唸ﾊHｸiyﾙ�,ﾈﾕﾉ'｢�｢よさやもてる力｣の基本的な考え方の整理 

･実践授業[校内研究会Ⅱ] 唸ｧyYHﾊHｸh,ﾈｺI,ｩyﾘ��易ｩ>�ﾊHｸh橈фﾃゅb��

･生活場面の実践 ･実践授業[校内研究会Ⅲ] 唸ﾊHｸi>�vS�辷��ﾉ�x/��h*�+x�ｼh,8*ﾘ.�,ﾈﾖﾈ*i_ｸ,ﾉ�騫ﾒ�

成 勍研究内容2授業実践における｢手立て｣の考え方の整理 

18 勍研究内容3生活場面-応用するための考え方の整理 

年 勍学部研究の共通理解(校内研究会ⅢH18.10) 

痩 唳�c�8��ﾏh､ｨﾊHｸh橙�･研究のまとめ 

･課題の整理 唸ﾊHｸh,ﾈ�����

･次年度-の引き継ぎ 

5　研究組織

本研究の研究組織を図7に示す｡家庭,関係機関と連携した授業づくりに取り組むことから,学

部研究を研究組織の基礎単位とする｡そして,全体研究において,基本的方向性の確認を図りなが

ら,学校全体として,自分のよさやもてる力を発揮する子どもを目指した授業づくりに取り組む｡

図7　研究組織図
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※2　校長,副校長,教頭,学部主事,研

究部,支援部で組織し,研究の方向性
等について幅広い観点から協議を行う｡

※3　鹿児島大学教育学部障害児教育学科,

また,鹿児島大学教育学部保健体育科
(中学部)と共同で研究を進める｡

※4　医療,福祉,労働,行政等関係機関

との連携の窓口となる｡また,個刺の

教育支援計画の策定･実施に関する企
画･推進をする｡



Ⅶ　実　　際

研究内容1 �i.ｲﾈｭhﾅxｴ�ｭh,h,ﾈ辷��ﾉ�x/��h*�+X+ﾘ�ｼh,8*ﾘ.�/�k�.x*�,�+x.��ｲ�

前次研究では,家庭,関係機関との支援体制づくりに取り組んだ｡そこで,今次研究は,前次

研究で構築した支援体制を授業づくりに生かすようにする｡

1　前次研究で構築した支援体制を授業づくりに生かす｡

家庭,関係機関と連携した授業づくりをP-D-C-Aサイクルに沿って整理する(図8)｡

(1)計画(P一an)

学校や家庭,関係機関が連携して,子どもに関する情報やそれぞれのニーズを共通理解する｡

･つなぎミーティング,支援会議などの共通理解の会,また,つなぎシートなどの資料交換

を通して,子どもに関する情報を共有する｡

･教育,医癒,福祉,労働に係わる多様なニーズを集約する｡

･子どもの実態,本人,保護者の思いや願い,教師の思いや願いを総合的に考察して教育的

ニーズを把握し,分析する｡

･個別の教育支援計画を踏まえ,教師間で連携して個別の指導計画を作成する｡

(2)実践(Do)

必要に応じて関係機関が参画･参加し,授業実践[授業計画(p一an)-授業(do)-授業評価

(check)-授業改善(action)]の充実を図る｡

①　関係機関が参画して授業実践をする｡

･　共同研究をしている大学等の関係機関から実態把握に関する情報や実施方法に関するサポ

ートを受け,より的確なアセスメントを行う｡

･　学習環境に関して関係機関から助言を受ける｡

･　教材･教具開発,製作に関する助言,技術的サポートを受ける｡

②　関係機関の支援関係者がゲストティーチャーとして授業参加する｡

③　保護者が授業を参観したり参加したりして,子ども-の具体的なかかわりを共通理解する｡

(3)評価(Check) /改善(Action)

目標と手立ての有効性を評価し,達成状況に応じて授業の改善を図る｡

･個別の指導計画の目標,目標設定の妥当性,手立ての有効性を教師間で評価する｡達成状

況に応じて目標と手立ての再検討を行う｡

･個別の指導計画の評価に基づき,保護者と協働して個別の教育支援計画の評価を行う｡
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計画的に教育相談やつなぎミーティングや支援会議などを行い,家庭や関係機関と目標の達

成状況を確認する｡

取組の中で見られた子どもの興味･関心の対象,意欲的に取り組む様子,課題に向かう態度,

達成感のもち方などを情報交換する｡

有効な具体的手立てを共有する｡

計 画 兌全体指導計画の作成] 

年間指導計画の作成(単元,題材配列) 

[個別の教育支援計画の策定][連携] 
課題の集約 �i.ｳ�k(ｭhﾅxｴ�ｭb� 

ニーズの分析 �68��ャャ�sｨﾙ�哥塔ャャモ�

｢.の嵩と協働して実態,ニーズ' 仄i:ﾕﾕｹ��ﾆuﾒ�ｧxﾕ｢� 
( 唸ｭhﾅxｴ�ｭh*�.x,ﾉ?�?�ﾅ馘ﾉz)¥z2�88SS臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆園園88888888 

P ��饑�:ﾈ躪,ﾈ詹��*ｲ�個別の教育支援計画策定 ��

実 践 D 唳]ｸﾎﾈ�"ﾘ,ﾉ��k�,i:�2ﾉ'R�

二_関係機関への闘志▼ー 
個別の指導計画作成全 

[個別の指導計画の作成] 課題,教育的ニーズの分析 目標設定 手立ての検討 ��夷ｨ�ｸｻ8踪蕀YB�

〔二目標,手立てを保護者に提禾画 

【授業実践】【生活場面の実践】 � 佝����Cﾘ,"�

授業計画(ptan) 丙ｧxﾕｩ�hｨ��

授業(dO) 丙彿.ｹ�hｨ��Y]ｸﾎﾈ�(,hｺi:ﾘ+X+ﾘ�����

請 唳]ｸﾎﾈ�(*ｨ�����[地域生活] �� 

二閥務縄劫りストティチャーで参加 授業評価(check) 授業改善(action) 僊 撹 

[個別の指導計画の評価].実態の再把握 

価 侘)�ﾉmｩUx,ﾉUﾘ幵�･目標の再設定 
･手立ての評価.手立ての再検討 C[個別の教育支援計画の評価].家庭,関係機関と疎轟垂⊃ ･保護者と協働で評価 ･関係機関と情報連携 

※　青色が家庭.関係機関と連携している部分

図8　家庭,関係機関と連携した授業づくり
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2　子どものよさやもてる力を家庭,関係機関と共有する授業づくり
1

計画段階(p)では,子どものつまずきの把握に終わらず,よさやもてる力に着目して課題を集

約し,家庭,関係機関で共有できるようにする｡また,目標は,学校生活や家庭生活,地域生活全

体を視野に入れ,子どもがよさやもてる力を発揮する姿を想定して設定する｡さらに,手立てにつ

いては,子どもの興味･関心や得意な認知処理や学習方法,行動特性などを十分生かすことができ

るようにする｡

実践段階(D)では,様々な活動を通して,よさやもてる力を高め,生活の場で応用できるよう

にする｡また,子ども自身が自分のよさやもてる力に気付くことができるように,友達同士で認め

合ったり,周りの大人から承認されたりする機会を多く設定する｡

評価(C),改善(A)段階では,よさやもてる力を発揮する姿(目標)の評価と併せて,どの

ような学習環境や働き掛けであれば子どもがよさやもてる力を発揮できるのかという観点で手立て

を評価する｡

閥熊彊欝醸竪 ��
前次研究では連携 劔�� 考え方を次のように整理している(本校研究紀要第15集)o 

情報連携とは � 

関と子どものニーズや課題,目標達成状況などにかかわる情報交換を行う連携 剪�家庭,関係機 

行動連携とはi � 

関と子どものニーズや課題を共有し,支援方法についての共通理解をし,適切な 家庭,関係 

役割分担を行い,一体となって取り組む連携 

誓言_4:2-,_.十時密薬草詰ま翻 ��

本研究では.｢指導｣及び｢ 劔支援｣を次のように整理する｡ ��

指導とは � �� 

宗の達成や教育的ニーズに応えるために,児童生徒の成長.発達及び児童生徒と環境と 劍�(.���学校数青白 

の相互作用における変容に関して,一定の意図と見通しをもって行う営みであるo 

:支援とは � 

呆境との相互作用において,過ごしやすさや生きやすさを目指して人的,物的環境の工夫 

し 冏ｹ�ﾈ*ｨﾗ8*Hｬ"�

を一定の意図と見通しをもって行う営みであるo 

かしながら,厳密な区別が難しい場合もあるため本研究では｢指導及び支援｣という使い方を多く用L 
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研究内容2授業実践において,子どもが自分のよさやもてる力を発揮するための学習環境と 

教師の働き掛けを明らかにする○ 

授業では学習環境の調整は必要不可欠なものである｡したがって,学習環境が適切に設定される

と子どもの主体的活動は高まる｡また,子どもが自分のよさやもてる力を発揮する学習環境となり

得るかどうかは,教師の働き掛けそのものによるところが大きい｡そこで,研究内容2では, ｢学

習環境｣と｢教師の働き掛け｣の手立てに焦点を絞り研究を進める｡

1　目指す授業像

わたしたちは,子どもが,自分のよさやもてる力を発揮する授業を目指している｡言い換えると

子どもの｢やりたい｣, ｢わかる｣, ｢できる｣, ｢できた｣姿を引き出すことである｡このことを,

例を挙げて述べる(図9)｡

図9　目指す授業に向かう子どもの姿

子どもが,ある経験により自転車-の興

味･関心をもつようになる｡友達の姿や写

真,映像を目にすることでサドルに座る,

ペダルを回すなど身体の動かし方を学ぶ｡

実際には,身近な大人の段階的指導により

徐々に技能を身に付ける｡自転車に乗る技

能を獲得した子どもは,達成感とともに次

-の意欲をもつ｡

このように,学習が成立するためには関

心･意欲･態度,知識･理解,技能･表現

が相互に関連している｡

一般に,関心･意欲･態度は,自己有能

感によって喚起するとされる｡しかし,わ

たしたちが日常接している子どもの中には,

経験が自己有能感につながりにくい子ども

が少なくない｡そこで,本研究では,子どものよさやもてる力を積極的に認め合い,自己有能感を

高める手立てを検討する｡

また,学習活動に取り組む際には, ｢何をするのか(内容)｣, ｢どのようにするのか(方法)｣, ｢だ

れとするのか(方法)｣, ｢どれだけするのか(量)｣, ｢いつまでするのか(時間)｣などを子どもが

｢わかる｣ことが必要である｡そのために,子どもの理解･知識に応じた手立て(学習環境,教師

の働き掛け)を整理する｡

さらに,子どもが自らの身体を能動的に動かすためには,様々な技能･表現が関連している｡た

だし,技能･表現の獲得状況は一人一人異なる｡したがって,アセスメントを実施し一人一人に応

じた適切な手立て(学習環境,教師の働き掛け)を検討する｡

以上のような考え方に基づき,子どもが自分のよさやもてる力を発揮する学習環境と教師の働き

掛けを明らかにする｡
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2　学習環境と教師の働き掛けの視点

目指す子ども像に迫るために,授業では｢学習環境の四視点｣, ｢教師の働き掛けの三視点｣ (図10)

を設けて手立てを検討する｡

学[学習環轟の四視点] 

習 唸.(.�+ﾘ*(ｬ(ｺｲ���a物理的環境 

環 勍わかる環境b情報提供 

撹 唸,X*ｸ.豫(ｺｲ���c教材.教具 

やりたい わかる �� ･できたと思う環境 

【目指す子ども像】 よさやもてる力を 発揮する子ども 

I 
できる できたと思う ��l 教[働き掛けの三視点]a身体ガイダンス 

働節 勍自発を促す捌き掛け ��bモデリング 

きの 劒X��ﾗ8/�辷*h.�:ﾘ*ｸｧﾈ*�8輾+8+R�

掛 勍達成感を高める働き掛け ��d言葉掛け 

けe視覚的情報提禾 

図10　学習環境と教師の働き掛け

学習環境と教師の働き掛けは,次のような相互性がある｡事前に学習環境を工夫･調整し活動の

直前に教師が手掛かりを伝える,また,教師が働き掛けを行った後,追加的に学習環境を操作する

などである｡具体的には, ｢あらかじめタイマーのスタートボタンに目印を付け,活動の開始に気

付かないときにはタイマーを指さすようにする｣などである｡

3　学習環境について

(1) ｢やりたい環境｣, ｢わかる環境｣, ｢できる環境｣, ｢できたと思う環境｣ (四視点)

学習環境を｢学習の目標を達成するために,教師が一定の意図と見通しをもって工夫･調整し

た物理的外界｣とする｡そこで,授業では, ｢やりたい環境｣, ｢わかる環境｣, ｢できる環境｣, ｢で

きたと思う環境｣ (表1)を実現できるように学習環境を工夫･調整する｡ただし,本研究では

人的環境は｢教師の働き掛け｣に含めて考える｡

表1　目指す学習環境

匡環境の四視点工夫,調整する内容一 

やりたい環境　　　　　子どもの興味･関心を生かし,学習への動機付けを高めるための工夫,調整

わかる環境　　　　　　いつ,だれと,どこで.何を,どのような方法で,どのくらいするかなど学習内容,方法を明確

にするための工夫,調整

できる環境　　　　　　現在獲得している力が実行可能な状況,また,獲得しつつある力を実行に移すことができるよ

うにする工夫,調整

できたと思う環境　　　達成感を味わうことができるようにする工夫"調整
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(2)学習環境の工夫,調整の実際

｢やりたい環境｣, ｢わかる環境｣, ｢できる環境｣, ｢できたと思う環境｣を実現するために,

実際には｢a物理的環境｣, ｢b情報提供｣, ｢C教材,教具｣の三項目と下位項目を操作する｡

｢a物理的環境｣は,学習に取り組みやすくするために,机や作業台,いすなどを配置,調

節したり,注意集中や感覚過敏-の配慮をしたりする項目である｡ ｢b情報提供｣は,学習内

容や方法を分かりやすく伝えるための情報の質･量に関する項目である｡ ｢C教材,教具｣は,

教材･教具の開発や製作及び効果的活用のための項目である｡これらを学習環境リスト[鹿大

附養2006年度版]として(表2)に整理する｡

学習環境リストは,授業計画(p一an)-授業(do)一授業評価(check)-授業改善(action)の各

過程で学習集団や一人一人の子どもに応じて,また,学習活動に応じて必要な項目を選択し検

討する｡

表2　学習環境リスト　[慶大附養2006年度版]

}項目/- 仞���

a物理的環境 a-1活動場所の適切さ ���9�ｲﾈﾔﾈ+2�

a-2物の配置(机,いす,黒楓遊具,作業台) �ｩ'Rﾉ_ｸﾏﾂﾈｹyz2ﾉ:��ﾂﾉ�B�

a-3活動姿勢への配慮 弍rﾈ*(+rﾈﾞﾈｼi�H,�,x,ﾈﾘ(+2ﾈ��.��ｲ�

a-4学習集団構成,対人関係への配慮 倡�,x.�:�ﾘ,ﾈｭhﾅrﾈｻ8踪,h,ﾈ見'Rﾈｹyz2靠ﾈ*ｲ�

a-5注意集中への配慮:対物 俶I��.なﾆh麒Z��

a-6感覚過敏への配慮 俯ﾉ7な孳7な,�*�*"ﾉk闌2ﾈ將�

b情報提供 ら-1活動内容,活動順序の明確化 �ﾘ/�+x.�,ﾈ*鎚,x,ﾈ.h*H,引yMH,X+x.�,ﾈ*�,ﾈ�饑��

b-2活動方法の明確化 �+�.ｨ,bﾈ,x+�,Rﾈ,x/�,雲ｹd�,X+x.�,ﾈ*�,ﾈ�饑��

ら-3活動量,活動の切り替えの明確化 �*(,(-ﾈ,X+x.�,ﾈ*鎚,x.ｨ+�*�+x.�,ﾈ*�,ﾈ�饑��

b-4得意な情報処理 倩ｸｦ�H犬ﾉ*隕�H犬ﾉ:�顏謁ﾘｨｸﾇ�鵁�yﾒﾈｧx�_ｹd��

b-5理解に応じだl青報提供手段の選択決定 ���｢ﾈ5H4892ﾈ��篳､rﾈ488�5�6y[ﾘ嵋kﾂﾉ]�嵋kﾂﾈｫ�｢�

b-6理解に応じた適切な情報量 侏駢Hｧﾈ*�,ﾉ|｢ﾈｭHﾘx*"ﾈ雕ｦ��饑�,ﾉ|｢ﾉ�X*ｸ+8鬨ｭB���

ら-7理解に応じた適切な情報の示し方 佝h麒d�因2ﾈ��痛n闖2ﾉ�ﾒﾉUﾈ,ﾉw�*)_ｲ�

C教材,教具 C-1日標達成,課題遂行の適切さ 仆8ﾝ�(ｻ8ｾ�,ﾈｨ駅�,YmｩUx*ｩ$)�ﾈ+8.ｨ+ﾘ*�,ﾉUﾘ幵�

0-2操作の簡便ざ安全性 俶x*(.(+x+8���9�ｲﾘ,ﾉGｩ{b�

0-3強度,耐久性,汎用性 ��ﾈ,ﾈ�ｩlｨ-h,ﾈﾔﾈ*ｨ.なﾇ���諍w�,ﾈｺﾙ7る��i�ｲ�

0-4経済的,作成時問のコスト 佝��.(ﾞﾉ�ﾈ,乂ﾈ*�.倬隴H,ﾉ�99i�ｲ�

0-5新奇性 倡�,x.�,ﾈｭi�2ﾈ�9w��
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4　教師の働き掛けについて

(1)働き掛けの種類

働き掛けは,身体ガイダンス, ※5モデリング,指さし,言葉掛け,視覚的情報の五種類で行う｡

これらの働き掛けには段階性がある(PAアルバート& A.C.トルーマン1992,小川2001)｡した

がって,子どものよさやもてる力に応じて,また,指導の段階によって最適な種類と量に心掛け

ると､　　※5ここでのモデリングは, ｢見本の提示｣を意味する｡

(2) ｢自発を促す働き掛け｣ ｢実行を支える働き掛け｣ ｢達成感を高める働き掛け｣ (三視点)

働き掛けを機能面から｢自発を促す働き掛け｣, ｢実行を支える働き掛け｣, ｢達成感を高める

働き掛け｣の三つに分類する｡また,それぞれの働き掛けの内容を表3に整理する｡

表3　働き掛けの内容

)働き掛けの三視点 �:ﾘ*ｸｧﾈ*�,ﾉ>�vX爾�

自発を促す働き掛け 唳:雍�WH*�/�ﾘ(-�.��ｲ�

･活動-の見通し,安心感,自信をもつことができるようにするo 

･方法を伝えるo 

･注意喚起,注目を促す｡ 

･開始のきっかけを示すo 

実行を支える働き掛け 唸攣��/�k隕ﾘ,�+x.��ｲ�

･技能面での援助を加えるo 

･活動や課題の内容を変更するe 

･気持ちや行動の切り替えを促すo 

･活動を深めたり思考を促したりする○ 

達成感を高める働き掛け 唸ｧx�,ﾈ暹/h.(ﾈｸ惠/�7H4(�ｸ6�6�6(4�+x.薬�

･学習の過程や結果を称賛するe 

(3)働き掛けの実際

基本的には,子どもが自分のよさやもてる力を主体的に発揮できるように,事前に学習環境を

整え,直前に｢自発を促す働き掛け｣を行う｡課題の意図が伝わらず子どもが戸惑っている場合

には,課題を明確にしたり技能面での援助を加えたりして｢実行を支える働き掛け｣を行う｡さ

らに,学習の過程や結果を称賛することで子どもの達成感を高めるようにする｡

これらの働き掛けの種類,量,タイミングは,固定的なものとせず,子どものよさやもてる力

や指導の段階や状況に応じて,適宜吟味し調整することが望ましい｡その際,次の二つの考え方

を踏まえる(p21-23資料)｡

･　目標を徐々に高次なものに高めていく段階的指導を心掛ける｡

･　自発性,自立性を重視して,働き掛けを計画的にフェイディングする｡

㌔一二㌧∴}~宣∴一郎∴∴ご;∴'∵ご｢∴言語 � 

身体ガイダンス,モデリ､ 啌ﾘ*H,(8�87Hﾔ�487S�984�2��+鶫8延�(ｨ�ﾄ8+R譁椎�ｩ�x�(爾驢"粨�欝rbﾓﾒ��4依ﾘ�"ﾕ��ｲ�←ついて∴≡ 傚���,傅ﾘ,�*ﾘ+x.偃���*ｸ�ｲ�グ,指さし,言葉掛け,視覚的情報などの働き掛け 
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研究内容3授業実践と生活場面の実践を関連させる取組を探る｡ 

子どもの生活は,本来は分断されず連続していることが望ましい｡ところが, ｢友達とトラン

プで遊ぶことができるようになったが,家庭ではすぐに怒り出してゲームが成立しない｣, ｢一対

一の対面学習で絵カードを見ながらの音声表出はあるが,実際の要求場面の発語につながらない｣

など,授業場面と生活場面で状態が異なることがしばしばある｡

そこで,研究内容3では,子どもが獲得した力を学校,家庭,地域生活場面で発揮することを目指し,

授業実践と生活場面の実践を開通させるための研究に取り組む｡

1授業実践と生活場面の実践を開通させる取組

授業実践と生活場面の実践を関連させる取組を図11に示す｡

生活場面の実践とは,授業で獲得した力を学校,家庭,地域生活で応用することを目指した実践

のことである｡まず,授業と生活場面の実践をつなぐ内容を明確にする｡次に,効果的につなぐこ

とができるように,つなぐ人･場･道具を考慮する｡そして,生活場面の実践の成果を授業改善に

反映できるようにする｡

【授業実践】 dO授業実践actien ��劔����hｨ��ｩlｨ,ﾈ�����｢��ｼh,Xｦﾉ;�+X+ﾙ|ﾘ/�ｧxﾕ｢ﾈ彿.ｲﾂ�&闔i�hｨ��ｩlｨ,X咎w�+x.�+�,h/�m｢�輾+X+ﾘ�����ｸｧxﾕｩ�hｨ��Y���ｸ,h+x.倡y;�,ﾈﾆ��H撃�
取組 ��

菓 剪� つなぐ人 ら, つなぐ場 �8 

つなぐ道具 1--一一つなぐ内容 !授業改善 劔丶�,ﾈ�ｼh�ｩl｢�Xｧxﾕｩ�hｨ��9L｢�

サイクル /∴軽重拶 劔剳ｸ彿.ｹ�hｨ��Y�y]8�yﾒﾉ�y�ﾈ暮:篳5"�7�8X6ｨ5��ｸ5h8x92ﾉuﾘ恍ﾂ���檠�ｲﾈ徂馼,�,x,�*�*�.ﾒ�.�i.ｹ�hｨ��9L｢�ｹ&闔i�hｨ��Y�Xｼi�hｨ��Y&闔i�hｨ��

図11授業実践と生活場面の実践の関連

2　授業実践と生活場面の実践を｢つなぐ内容｣, ｢つなぐ人｣ , ｢つなぐ場｣ 〟 ｢つなぐ道具｣

(1)つなぐ内容

｢っなぐ内容｣には,授業実践で明らかになった｢よさやもてる力｣, ｢よさやもてる力を発揮

する学習環境｣, ｢よさやもてる力を発揮する働き掛け｣がある｡

①　｢よさやもてるカ｣をつなぐ

生活場面には,子どもの興味･関心や得意なこと,好きなことを生かしたり高めたりするこ

とができる活動や場が多様にある｡そこで,授業実践で明らかになった｢よさやもてる力｣を
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生活場面でより発揮することができるようにする｡また,生活場面で明らかになった興味･関

心,得意なことは授業実践に取り入れるようにする｡

②　学習環境をつなぐ

授業実践で明らかになったよさやもてる力を発揮しやすい学習環境を, ｢やりたい環境｣, ｢わ

かる環境｣, ｢できる環境｣, ｢できたと思う環境｣の四つの視点でつなぐ｡

③　働き掛けをつなぐ

働き掛けをつなぐ際は,働き掛けの三視点(自発を促す働き掛け,実行を支える働き掛け,

達成感を高める働き掛け)を踏まえる｡

ただし,働き掛けは,かかわる人との関係性が深く関与していること,働き掛けの程度,間

合いを文章化しにくいなどの理由からつなぐことの困難さが懸念される｡そこで,口頭や文書

に限らず多様な方法でつなぐようにする｡

(2) ｢つなぐ人｣, ｢つなぐ場｣

生活場面の実践には,学校生活,家庭生活,地域生活の三つの場がある｡その場に沿って｢つ

なぐ人｣ ･｢つなぐ場｣を整理する(表4)｡

表4から分かるように, ｢つなぐ人｣には,学校内,家族,医癒,福祉,労働機関などの幅広

い分野の人が考えられる｡また, ｢つなぐ場｣は,授業ミーティングのように日常的な情報交換

の場,あるいは,つなぎミーティングのように特別に設定する場がある｡

表4　　授業実践と生活場面の実践を｢つなぐ人｣, ｢つなぐ場｣

纏業実践と生活輔の実践のつなぎ �,(,�*��ﾂ�つなぐ楊網 

･授業十一十学校生活 唳:�ｩ�ﾉZ�� 

･担任間,軍部内職員間,学校職員間 唳?ｨ�ﾙ4�,��饑�ﾏ�ｫrﾈｧyYH橙ﾂ��X醜檍ｶ2�

･授業-ト授業(他の指導 唳%9D8ｭBﾈ�ｼi%99h�(ｭB�･授業ミーティング,個別の指導 

形態,他の単元,題材) 剏v画共通理解の会,授業研究など 

･授業-○○家庭生活 唸彿��厩9�Rﾉ^ｩ�Rﾈﾅｩ.ﾘ踵hRﾉ�9X2�･日常的な情報交換,授業参観, 

母など),近隣の住人,親戚 仆8孜�ｩ&ｲ�

･授業一一〇地域生活 唸彿��ﾉ|8屍(�9|2ﾉ┼:ﾒﾉY�8,ﾈｴ��ｭh,ﾈ辷��"�･つなぎミーティング 

･支援関係者(責任者,子どもとかか 唸���ﾇh柯7��ｸ6X4(984�����

わる人),就労支援者 儷ﾘ廁7��ｸ6X4(984��

･家族,進路先の支援関係者,医療, 唸辷�檍ｶ2ﾈ4�7H5��ｸ7H4�8ﾘ�ｲﾂ�

労働福祉の機関の支援者 傀H��轌;��
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(3)つなぐ道具

図12に,つなぐ道具の具体性レベルを整理する｡ ｢つなぐ道具｣には,個別の教育支援計画や個

別の指導計画など情報を記述した文書,写真の画像,ビデオの映像,教材･教具の具体物など様々

な形態がある｡これらは,目的に応じて単独で,あるいは組み合わせて活用する｡

つなぐ道具の実際

個別の教育支援計画(課題集約表,つなぎシートなど)

個別の指導計画

評価にかかわる各種文書(生活単元学習連絡表,実習評価表など)

支援方法を記述した文書(サポートブック,サポートシート)

連絡帳等日常的情報交換の文書

ビデオなどの映像,写真などの画像

教材"教具,支援の道具

取組場面の参観

図12　授業実践と生活場面の実践をつなぐ道具

3　生活場面の実践から授業実践の改善-

(1)環境の工夫〃調整

獲得している力が生活に応用されにくい背景の一つに,授業と生活場面の環境の違いが考えら

れる｡そこで,授業と生活場面の環境を相互に近づけるようにする｡そのためには, ｢学習環境

を生活場面に近づける｣, ｢生活場面を学習環境に近づける｣という二つの方向がある｡

｢学習環境を生活場面に近づける｣とは,例えば,買物ごっこや乗り物ごっこ,校内実習など

のように,まず,生活場面と類似した環境を授業の学習環境に設定する｡その後,段階的に生活

場面-の応用を図る｡

一方, ｢生活場面を学習環境に近づける｣とは,よさやもてる力を発揮できるように生活環境

の側を改善することである｡まず,子どもがよさやもてる力を発揮するための環境上の条件を導

き出す｡次に,明らかになった条件を可能な範囲で生活環境の中に導入する｡子どもがその環境

に適応したら,必要に応じて徐々に本来の生活環境に戻すようにする｡

これらの二つの方向から環境の工夫･調整を試みる｡

(2)生活場面における学習機会の設定

獲得している力を生活に応用するためには,発揮する機会を生活場面にできるだけ多く設け

ることが重要だとされる(山本1997)｡生活場面における学習機会は, ｢ルーティンによる学

習｣, ｢機会利用型の学習｣, ｢偶発的な場面の学習｣の三つがある｡

係活動,当番活動など同じ活動が繰り返されるルーティンによる学習は,見通しがもちやす

く自発的な活動を促しやすい｡その反面,獲得した力を他の場面で発揮することにつながりに

くいことが指摘される｡
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機会利用型の学習は,自然な生活の文脈の中に意図的に学習活動を設定するため,生活場面

での定着に結び付きやすい｡ただし,生活の文脈を崩さずに学習課題の関連を図るためには教

師の創意･工夫が必要とされる｡

また,生活の中で偶然に生じる出来事を利用する偶発的な場面の学習は,子どもにとっても,

教師にとっても必然性が高く重要な学習の機会となる｡しかし,･意図的,かつ計画的に学習機

会を設定できないことから継続的な取組になりにくい｡

したがって,授業実践と生活場面の実践をつなぐためには,一つの学習の機会に限定せず生

活場面に複数の学習の機会を設定する｡

(3)指導内容のエ夫

子どもが学校,家庭,地域生活の場でよさやもてる力を発揮するためには,生活重視の指導内

容を選択･組織するとともに,実際の生活に結び付いた具体的活動を設定することが必要である｡

また,知識･理解や技能･表現が断片的にならないよう｢国語｣, ｢算数｣, ｢体育｣, ｢音楽｣な

どの教科別の指導と｢生活単元学習｣, ｢作業学習｣, ｢日常生活の指導｣などの領域･教科を合

わせた指導を相互に関連させることが望ましい｡

これらを踏まえて,研究内容3では,学校,家庭,地域生活において,子どもが自分のよさやもて

る力を発揮するための取組を小学部･中学部･高等部のそれぞれの実践によって明らかにする｡

簿摘卑油璃淑器繋溺薩騨醜貌錠翻ii蹴一関群覆関誠珊謹 

塞コラム4授業と地域生活の実践をつなぐ場~:- 
王5..一斗-∴＼b',-,瀞厳‡畠王威三二Ii_l錆※叢臨言矛賞鍔融や事態鋼韓蟹薮三重週報細田田閣整 

つなぎミーティング(支援関係者情報交換会)

子どもとかかわる関係者が集まり,つなぎシート(関係機関での取組を記入)や個別の指導計画等を活用し

ながら子どもの状態像,支援方法などの情報交換を行う｡

実習計画ミーティング･実習評価ミーティング

産業現場等における実習の前後に.実習先の現場担当者と本校高等部職員とでサポートシートや実習評価秦

を活用しながら課題,評価に関する情報交換を行う｡

支援会議

高等部の3年生や卒業生を対象に,卒業後に本人とかかわる職員及び余暇等利用の関係機関の支援者が集ま

り,個別の教育支援計画を活用しながら.スムーズな移行のための情報交換を行う｡
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[資料]フェイディングの手続きの例

【働き掛け種類:身体ガイダンス】

フエイデイングの方向 刄tエイデイング手続き 

身体接触の程度 仄ﾘ耳耳�2�･子どもの身体に触れガイドするe徐々にその力を弱くするo最 
身体の部位 仞ｸｫ"ﾘ�永h鋐�後は,身体に触れず数cm離し(触れそうで触れない距離)子ども 

の動きに沿う｡ 

[例]台ふきをするo 

:tksS--,i...-.＼"欝鎌S,ti.g''-'-, 
●●〃ー 

監護革(:諸芸弾謀判 
【働き掛け種類:モチノング】

フ工イデイングの方向 刄tエイデイング手続き 

時間 ��ﾈ*ﾘｮﾙ�#｢�･見誤宝器慧:I:*:遅らせ6>t紫讐 

位置,距離.向き ��駘ｩlﾙ^ﾒﾘ齷�)lﾙ^ﾒ�･対面での模倣から自然な状況での模倣ができるようにするo 

[例]朝のあいさつをする○ 

闇轍毒 舌58 

一対一-小集団-大集団 唸自�闔ｨ,ﾉlﾘﾆ�*�.x�&8轌;��ｩlｨ,X,ﾉlﾙ^ﾘ*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.���

[例]動作模倣をする｡a.鶉.0..8 観閲 

犀擬農｣南面で動作模倣｣ 
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フ工イデイングの方向 刄tエイデイング手続き 

対象 ��Y�ﾂﾒﾈ��,x.��･教師の動きの模倣から,子ども同士の動きの模倣ができるように 

する○ 

対人-映像,絵 唳���ﾉlﾙ^ﾘ*�.x7(6h4鎚吠�ﾈ,ﾉlﾙ^ﾘ*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�

[例]動作模倣をする. 

I.I-圏驚 I 〔動議可〔作藷弓〔動諾業物の〕 

量 壷:鞐ﾈ自?�:鞐ﾂﾘ�井�:鞐ﾂ�･記憶容量を考慮して模倣する量を増やす｡ 

【働き掛け種類:指さし】

フ工イデイングの方向 劍7Hﾔ�486h48984����*ｲ�

距離 �+ﾉ�ｩ4倡x+8+Rﾘ�渥I�ｩ4倡x+8+R�唳Z�,h輾,ﾈｹyz8/����,凛8+r��
･指きしの位置を子どもの側から徐々に離す○ 
･自発を促す指きしを徐々に遅延し,事後の指さしに移行する○ 

[例]指さしをされた靴を持ってくるe 

寵を球'1救護を総革をC.管 劔的�b�
o ���｢� 

〟 劍x��なｬｸｪ儿��

靴を直接指さして少し離れた位置から離れた位置から｢靴 

看 �(ﾄ8/�鰄,�,H*ｸ,J2�ど �(ﾄ8/�鰄,�,H*ｸ,J8,b��/�鰄,�,H*ｸ,J8,iv�+2� 

漢 倡x麌+x.薬� 倡x+8+X,H輾麌+x.乏��+X,H輾麌+x.��� 

時間 倬i��,ﾈ輾+8+Rﾘ�磯hﾎ8,ﾈ輾+8+R�唸輾*ｸ+X,ﾈ訷ｧﾈ*�.�/����,添V"ﾓ��V(,i'�.x+�,Bﾈ尸�ｨﾋ靜ｨ,ﾂ�
みで言葉掛けをするo 

【働き掛け種類:言葉掛け】

フエイデイングの方向 刄tエイデイング手続き 

時間 倬i��,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�ｨ訷ｧﾈ*��･指導の初期には,事前に言葉掛けを行う.徐々に,行動 
りとしての言葉掛け-→事後 の言葉掛け �*ｨ齷Jﾘ+x.�.h*Hﾋ駢Hｧﾈ*�/�'�.x+�.薬�
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[例]おかわりを伝えるo 

･駿翻鞭 
‡まい功). 

一一二_ノー-_-〈完売こ一刀 

空になった茶碗を空になった茶碗と空になった茶碗を差 
手掛かりに｢お �*�.ﾘｻ8踪,ﾊ(*や�8,ﾈ+X�+Rﾊ(*�*�.ﾘ.�/��

りをください｣ �,ﾉlﾙ�):ｨ/�訷ｧﾈ*�.�,�(*�*ﾘ+�+8**8,ﾈ齷Jﾘ,ﾉUﾂ�

微を促すo �*�.ﾘ.�/�*ﾘ+�+8**8�/��(,&��
の自発の表出を待つ｡ 

質 �+ﾉ�ｩ4倡x鹵ﾘｭI�ｩ4倡x鹵�｢○○を持ってきてください｣,｢かばんに入れます｣などのよう 
に指禾する内容をそのまま言葉掛けをする○その後,｢次は何を 

するの?｣,｢○○が終わったら～｣などのように次の行動が自発 
するような言葉掛けをする○ 

YES/NO発間-5WIHに 唸��,x.�,ﾈﾋ靜ｩJﾙ$(,��+h,Bﾅ廼2��,X呵*h.x.ｨ.價ﾘｭH/�+r�

よる発聞 �.��鵁,通(巓2ﾊ(,x.ｪ2ﾊ(+�.ｪ2ﾊ(,x+�2ﾊ(*(,*2ﾊ(,�+ｪ8,�,x,ﾂ�

発問を段階的に行う. 

量 傅ﾒﾙ�ﾘ���･子どもの音声言語理解や状況理解に応じて,教師の言葉掛け 
の量を段階的に蝉やしていく○ 

【働き掛け種類:視覚的情報】

フエイデイングの方向 刄t工イデイング手続き 

提元の仕方 仆8踪,h耳�,丿ﾙDh耳自�ﾈ,R�･視覚的情報を教師と一緒に確認する手続きから,段階的 
確認 �,�ｩ�ﾈ,XｦﾙDh+x.偃���*ｸ-h,h昏ﾗ8+x.薬�

[例]スケジュールを見ながら更衣をする｡ 

a鐙.塵空合 

情報の種類 們ｩ�籀､rﾘ5h987ｸ8ｸ柯爾�･情報の種類は,子どもの得意な情報処理を踏まえて選択す 
文字(平仮名,片仮名.漢字) �.��轌;�,�9h+ﾘ,(,H,ﾒﾈ���*�.x､rﾒﾈ､x*�.x5h987ｸ8ｸ枌ﾒﾂ�

シンボル画から文字へなど.より高次な情報処理の獲得を目 
指して段階的に指導するo 

弁別の手掛かり 唳/���+x.倩ｸｦ��饑�,ﾒﾊ)Eｩ%z2ﾊ)�X摠2ﾊ)�鞏z2�)�,ﾉtﾉk:2ﾂ�
｢提示位置｣,｢種類の組み合わせ｣,｢横書き縦書き｣,｢横系列" 

縦系列｣など子どもに応じて弁別するための手掛かりを配慮する○ 

個に提示-集団に提禾 唳(ﾘ�8,ﾈ�(h.(�饑��yﾘ,ﾉ&丶ｸ,��+h,Bﾈﾌ)¥ｨ,��饑�/�/�麌+r�
る｡段階的に集団への提赤に移行する○ 
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